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野
焼
き
に
よ
っ
て
守
ら
れ
る
草
原

　

九
重
町
の
草
原
は
、野
焼
き
や
放
牧
、採
草
な
ど
、

人
の
営
み
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
環
境
で
す
。こ

う
し
た
草
原
は
「
半
自
然
草
原
」と
呼
ば
れ
、野
焼

き
な
ど
の
管
理
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
、や
が
て
木

が
育
ち
、森
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。草
原
は
、さ

ま
ざ
ま
な
生
き
も
の
の
す
み
か
と
な
る
と
と
も
に
、豊

か
な
生
物
多
様
性
や
地
域
の
文
化
を
育
ん
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
近
年
は
、畜
産
農
家
の
減
少
や
高
齢
化

に
よ
り
野
焼
き
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、草

原
の
面
積
は
昭
和
30
年
代
と
比
べ
て
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、シ
カ
に
よ
る
植
物
の
食
害

な
ど
、保
全
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
抱
え

て
い
ま
す
。

　

九
重
町
の
草
原
は
、自
然
の
豊
か
さ
と
地
域
の
文

化
の
両
方
を
今
に
伝
え
る
、次
の
世
代
へ
引
き
継
い

で
い
き
た
い
大
切
な
財
産
で
す
。草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、草
原
の
価
値
や
課
題
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は

　

草
原
保
全
に
か
か
わ
る
全
国
の
仲
間
が
一
堂
に
会

し
、草
原
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
と
し
て
開
催
す
る

の
が
全
国
草
原
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。

　

明
治
時
代
に
は
国
土
の
20
％
を
占
め
て
い
た
草

原
は
、現
在
で
は
１
％
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の

希
少
な
草
原
を
持
つ
自
治
体
や
草
原
に
関
わ
る
全

て
の
人
々
が
集
ま
り
、草
原
の
存
在
意
義
や
魅
力
を

発
信
す
る
と
と
も
に
、全
国
で
取
り
組
ん
で
い
る
保

全
・
継
承
活
動
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
論
議
を
深

め
な
が
ら
、草
原
を
維
持
す
る
た
め
に
連
携
し
て
い

く
こ
と
が
、こ
の
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的

で
す
。過
去
14
回
、「
全
国
草
原
の
里
市
町
村
連
絡

協
議
会
」に
所
属
す
る
草
原
を
持
つ
自
治
体
で
開

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

九
重
町
で
は
９
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）の
２
日

間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
す
。今
大
会
で
は
、九
重
町

の
草
原
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、草
原
を
維
持
す
る
た
め
の
野
焼
き
や
、草

原
に
す
む
植
物
や
生
き
も
の
の
保
全
の
た
め
の
知
識

や
技
術
を
共
有
し
、草
原
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

平成28年（町把握分） 昭和30年代頃
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野焼きの範囲の変化
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　草原サミット開催のプレイベントとして昨秋に開催された草原フォトコンテストでは「九重町内の草
原で撮影した四季折々の風景、動植物、野焼きや人々など草原の楽しさ美しさが伝わるイキイキした
写真」を募集し、多数の応募をいただきました。作品に写る風景を実際に見てみませんか。

●未来に残したい
　草原の里100選認定授与式

●全国草原サミット

●タデ原湿原探検ツアー

●全国草原シンポジウム

●現地見学会

●交流会

○12：00 受付　○12：30 開始　○14：30 終了

○ 9：30  開始

○12：00 終了

対象：小学校3年生～中学校3年生
場所：タデ原湿原
案内：チームタデ原（町内小中学生により構成）

【定　員】 30名

【参加費】1,000円※町民無料
【会　場】九重文化センター

【会　場】九重文化センター
※自由観覧

【会　場】九重星生ホテル
※自由観覧

【参加費】500円
※シンポジウム参加者のみ参加できます。

【参加費】8,000円
※シンポジウム参加者のみ参加できます。

○11：15 受付
○12：00 オープニング（ここのえ緑陽中学校吹奏楽部による演奏）・開会式
○12：45 基調講演
   「人と自然と共生を考える、人は自然の一部である
   ～持続可能な未来に向けて私たちが行うこと～」
   　　　　　　　　　 講師　渋沢 寿一 氏（農学博士）　　　　　　　　
○13：40 パネルディスカッション
  「私たちの草原を未来につなげていくために」
○14：55 休憩・移動
○15：10 分科会
　【第１分科会】「野焼きを未来につなぐには？継続のポイントを探る」
　【第２分科会】「くじゅうの草原・湿原の彩りを護る！生物多様性の価値と保全」
　【第３分科会】「草原が守る、わたしたちの暮らし～減災と水が育む草原の力～」
　【第４分科会】「草原文化の記憶を伝える」
○16：55 全体会
○17：30 シンポジウム終了

○ 8：15 受付
○ 8：45 開始
①「発見！行って見て感じる草原の新たな魅力」
　場所：タデ原湿原
②「草原と共生する自然学校の魅力めぐり」
　場所：九重ふるさと自然学校
③「生物多様性ここのえ戦略 重要スポットめぐり」
　場所：泉水、タデ原等
④「九重町ならではの自然環境を体感しよう！」
　場所：九重“ 夢” 大吊橋、八丁原発電所等
○11：15 見学終了

■申込方法
公式WEB サイトにて事前申し込み
■申込期間
６月１０日㈬～８月１４日㈮

（タデ原湿原探検ツアーと交流会は7月31日（金）まで）
詳細については公式WEB サイトをご確認ください。
■お問合せ
　第１５回全国草原サミット・シンポジウムin ここのえ
　大会実行委員会事務局
　九重町役場 住民環境課　☎0973-76 -3802

会場　九重星生ホテル
○18：30 受付　○19：00 交流会　○21：00　終了

１日目　９月５日（土） 2日目　９月6日（日）

申込方法・お問合せ

▲公式 WEB サイト

九重ふるさと自然学校

タデ原湿原
▲九重ふるさと自然学校
　開園日は事前にご確認ください。　

▲タデ原湿原▲九重青少年の家（泉水）

九重青少年の家（泉水）

○�散策でのごみは放置せず家ま
で持ち帰りましょう。

○�各施設の定めたルールに従い
ましょう。

○�蝶や花など湿原の動植物を採
取しないでください。

○�私有地には勝手に立ち入らな
いようにしましょう。

散策でのルール
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